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名で，胸壁胸膜疾患は 46.7%，肺疾患は 36.6%，心 その男女比は約 4:1であり， その年令別分布をみ
疾患 4%，縦隔洞疾患は 3.2%， 胸椎疾患は 6.2%， ると 50，~59 才の層にピークがある。
脊髄疾患が 3.1%，胸管閉塞 0.2%であった。 乙の聞の胃癌の胃切除例は 1011で， その外来総
そのうち結核症が約 70%を占め， 前半より後半 数l乙対する比は 32.6%であり， 手術直接死亡率は
初期にかけて圧倒的に多いが， 昭和 25年頃より次  2.07~るである。
第lζ減少し，それに代るに肺癌，心疾患、等の患者が 次に胃癌の 5年生存例についてみる R， 昭和 21
増加し，それぞれ手術を行って良好な成績をおさめ 年より昭和 27年まで， I教室に於いて根治手術を施
ている。 行したものの 5年生存率は 46.59るであり，更に，こ
昭和 30年からは， 結核を含めた炎症性疾患患者 れを 5年生存例についてみればボールマンの分類で
は激減して，この間の胸部疾患のほとんどが食道疾 は， 第 E型潰蕩型のものに非常に多く， 叉腫蕩の
患特に食道癌患者となって，今日食道以外の胸部疾 大きさについては 1年生存例に比して大きさは小さ
患は約 15%にすぎない。 く， 5.5cm前後の例が大部分である。叉腫蕩の幽
以上，胸部疾患を各部位別，疾患別にその治療 門よりの距離についてみると，幽門輸までの距離が
法，治療成績，疾患の年度による推移等を観察報告 0.9cm以内のものの例数が最も多い。
する。 以上，教室の胃癌症例を統計的に観察し，且その 
5年生存例について検討した結果を報告する。
27. 教室に於ける胃良性疾患の統計的観察
 
古屋大雄  29. 教室における小腸疾患の統計的観察

胃良性疾患で当科に入院した患者 2612例の内， 山野徳雄
先天性幽門狭窄 1，胃刺創 2，胃内異物 4，胃捻転症 昭和 21年より 33年末までの聞に入院した小腸疾
(慢性型)1，幽門脱垂症 8， 胃下垂症 269，良性腫 患(小腸民主に寄生するので畑虫症をも含めた)患
癖 30，慢性胃炎 164，先天性十三指腸狭窄 4，十二 者は 463例に及んでいる。その内訳はメッケル氏憩
指腸うつ滞症 21，十二指腸憩室 9，胃及び十二指腸 室炎 6例，小腸破裂 9例， 小腸炎 30例， 終末回腸
周囲炎 15，術後障碍 70，潰湯症 1956例であった。 炎 8例， 小腸結核 8例， 外腸痩 36例，小腸ポリー
潰虜症は 6月と 11月を中心にして多く， 男は女 プ 1例，阻虫症 80例，腸閉塞症 285:例であった。
の 6倍で， 年令では胃潰蕩は 40代の後半， 十二指 以上の各疾患特に腸閉塞症について統計的観察を
腸潰療は 20代の後半に最も多く， 30才を境として 行った。外腸痩及び畑虫症はそれぞれ昭和 32年，
以前は卜二指腸潰療が以降は胃潰療が多くなってい l昭和 31年以後は見られていない。 これは最近の外
る。潰蕩出血は 32.7%R認められた。出血量に従 科の進歩及び公衆衛生知識の普及の現われと考えら
い，潜出血，下血，吐血のI1買に現われるので，吐血 れた。
より下血の頻度が高かるべきであるが，病歴によれ 腸閉塞症は機械的のもの 252例，機能的のもの 5
ば吐血例の方が多く，患者は下血児関しては比較的 例，他は分類不明で機械的のものが圧倒的に多い。
無関心の様である。叉出血症例数に対する吐血症例 年度分布を見ると昭和 21年より次第に増加し， 昭
数の割合を見ると，胃潰療では 53.2%，十二指癖潰 和 32年には 38例と最高を示し， 33年は 17例と急
蕩 50.9%で略同様の割合を示した。入院患者の 92 減した。これは外科手術例が増加して来たこと，及
%に中山式胃切除術が施行され， 手術死亡率は約 ぴ手術手枝の上達lとより本症の減少の現われを示し 
1%で術後成績は良好である。 て来たものと思われた。
機械的腸閉塞の中，単純性は 180例あり，更に癒
28. 教室に於ける胃癌の胃初除例についての統
着性のものは 157例， 全腸閉塞症の 55%と過半数
言十的観察	
を占め，その内 104例は過去に腹部手術の既往症を
山口慶三
持って居り所調術後の腸閉塞が多い乙とを示してい
昭和 21年 1月より昭和 33年 12月末まで， 中山 る。複雑性腸閉塞症は 72例でt絞拒性のもの 51例あ
は術後に発症し，特に虫垂炎58%例29の中ζり， 年遠隔5外科で取り扱った胃癌について，特にその 
について統計的に観察した結果を報告する。 術後が多い。腸重積症は 19例で若年者K多く， 高
同期聞に於ける，外来胃癌患者総数は 3100人で， 年者の発症は全て女子であった。乙の 1/3は保存的
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lζ治癒している。予後は 285例中 25例 9%であり， 
この中 12例は中毒症状の強いものであり， 全国統
計K比し半数の死亡率であった。
30. 教室に於ける虫垂炎の統計的観察
泉 武
昭和21年 1月より 33年 12月まで当教室に入院
した虫垂炎患者 1480例について統計的に観察を加
えた。
手術例数は 1430例で年度別にみると昭和28年度 
前後任ピークがある。男女比は 1:0.96で，従来通
り男性に優位を認め，年令別の発病は，20才台が最
も多く 70才台で僅少であるが小児 (15才以下)は
16% の高~.を示すことは特異である。

発生時期は夏期 lζ 多く冬期は僅少である。
 
戦前に比し穿孔性膿易，腹膜炎等の重症例が激
減している。体温上昇， デファン，等は重症例に
みられるが白血球数は各穂病型K巾のある分布を
示している。軽症例では各々半数近くが発病より
24時間未満に手術をうけ， 腹膜炎では 96%が排
液管を使用した。高令者及び小児lこは重症例が多
全死亡率は 0.27%で低率であり， 中間期， 間歌
期， 膿蕩手術等では Oであったが腹膜炎では 8.8%
と未だに低率とは云えぬ。後者の手術lζ対して更に
慎重な外科的管理が必要である。 
31. 教室に於ける大腸疾患の統計的観察

高橋康 

昭和21年 1月より同 33年 12月に至る聞に中山
外科教室K入院した大腸疾患患者について，統計的
観察を行った。大腸疾患で入院した患者総数は 466
例，その中手術の対称となったものは 411例約 88%
である。疾患別に分類すると癌腫等悪性腫蕩は 216
例，炎症性ポリープを含めての良性疾患、は 250例で
ある。
良性疾患と悪性疾患とに分類して以下手術術式と
の関連K於て述べてみる。良性疾患を，炎症性，イ
レウス癒着症，糞痩，先天性異常，ポリープ性，潰
蕩性，其他の 7項目(外傷は其他に含む)に分類し，
箇々の疾患と行われた術式，その死亡率について説
明する。
原発性の悪性疾患については手術症例 202例中 1
例の肉腫を除き他は全て癌腫でありその部位別発生
頻度は直腸， s状結腸，廻盲部の順で夫々 66.3%，
15.8%，9.4%の順であり， 年令別では 50才以上に
多く男女別では1.7:1で男子に多く見られる。最も
多い直腸癌についてその根治手術死亡率について文 
献的考察を試み本教室の成績の優秀性を立証した。
終りに比較的死亡率の高い大腸全易Ij出症例 9例につ
いて今日何等の心配なく全治せしめ得る様になる迄
の経験について触れた。
32. 醇臓疾患統計
伊藤敏夫
教室 13年周K於ける原発性醇疾患は 150例を数
え拝臓炎 90例，醇臓癌60例であるが手術を施行せ
るものは拝臓炎 50例 55.6%，醇臓癌55例 91.7%で 
ある。性別では男性に多く年令的には醇臓炎が 30~
40 代に多いのに対し醇臓癌が 50~60代に多い。停
臓炎では急性症に対する拝全刻を 1例経験している
が術後高血糖を来し 3日自に死亡している。一方慢
性梓炎も近年多く醇結石 1例，梓嚢腫 14例を数え，
別出標本中に虫卵を証明せるものも 4例あった。原 
発性拝臓癌では発病より 3ヵ月以内に入院せるもの
は全体の 1/3R:も足りず，従って根治手術例は 10例 
18.2%に過ぎない。しかしながら醇臓の解剖的関係
から続発性癌として合併切除の対称となるものも多
く253例を数える。乙れらを加えるとその入院死亡
は9.5%である。術式別Kは醇尾側切除 240例， 経
十二指腸乳頭切除 1例， 醇頭十二指腸切除 22例で
梓頭卜二指腸切除の入院死亡は 27.8%と高く 3年
以上生存例は 3例である。以上の教室統計に加え文
献的考察を行い乙乙lζ報告する。 
33. 教室に於ける泌原生殖器疾患の統計的観察

橋詰定明 

当教室に於ける最近 13年間の泌尿生殖器疾患入
院患者数は 265例， 部位別には腎80例， 輸尿管7
例，勝脱3例， 尿道 1例， 皐丸及び副宰丸62例，
前立腺2例，陰茎及び其他 12例， 卵巣及び卵管62
例，子宮 19例，骨盤結締織6例， 外陰及び其他 11
例となっており，性別では男 129例，女 139例であ
る。年度別では差程の変動なく毎年約20人前後と
なっている。
症例の多いものは腎疾患でこの中腎結核が最も多
く27例，腎腫湯 13例，腎結石 11例等の順となり，
宰丸及び副畢丸疾患では結核性副皐丸炎 29例，畢丸
水腫15例，精系水腫7例等の順となり，卵巣及び卵
管疾患では卵巣嚢腫 33例，卵巣悪性腫湯9例，子宮
